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１．  序論  
仮想通貨市場に影響力をもつような信頼性
の高いユーザーやその tweet を特定すること
は非常に難しい．仮想通貨市場において確か
な影響力をもつユーザーを特定することがで
きれば仮想投資において利益を得ることが容
易になる．したがって本研究では仮想通貨に
関して確かな影響力をもつ tweet やユーザー
を特定する手段の提案を行う．  
２．  関連研究  
Twitter 情報をもとに投資を行う研究は主
に株式投資を対象に盛んに行われている．特
に注目されたのは Bollen らが Twitter でつぶ
やかれた tweet 中の感情を表す単語の出現頻
度からダウ平均株価を予測する手法を提案し
た研究である 1)．	
近年，Twitter 情報が人々によく参照され
るようになるに従い，  一つの  tweet また一
人のユーザーがもつ影響力が増大してきてい
る．そこで個々の tweet のもつ影響力を調べ
る研究が出現するようになった．株式市場に
おける個々の tweet の影響力を調べる研究の
一例として，Yoshimi や  Ge などの研究があ
る 2) 3)．Yoshimi はイベントスタディ法を用
いて企業の不祥事騒ぎとなるような炎上
tweet が企業株価にどのような影響をもつか
を調べた，また Ge は同じくイベントスタデ
ィ法を用い，ドナルド・トランプの tweet で
言及されている企業の株価への影響力を調べ
た．  
ただ一方で仮想通貨市場における個々の
tweet の影響力を調べた研究は筆者の知る限
り存在しない．よって本研究では以下を目的
とする．  
tweet の影響力をイベントスタディ法によ
り定量的に求め，影響力のある tweet，また
そのような tweet を多く行うユーザーを特定
する．さらに tweet やユーザーの属性情報
が，影響力の指標である累積異常リターン
CAR とどのような相関性をもつかを調べ，
CAR の妥当性を検証する．  
３．  データ   
	 Bictoin に関する tweet と Ohlcv データを取得
した． tweet データとしてビットコイン，
bitcoin，btc などの Bitcoin を表す語句が文中
に含まれている 13704 サンプルを取得した．
また Ohlcv データは 2013/03/30 04:34 から
2018/11/10 23:59 の BTC/USD の分足データを
使用した．  
４．  提案手法  
本研究では次のような手法を用いて影響力
のある tweet やユーザーを抽出した．	
①  イベントスタディ法により各 tweet の累
積異常リターン CAR を測定する	
②  ユーザーごとに，ユーザーが発信したす
べての tweet の CAR の絶対値の総和を計
算する．	
イベントスタディ法 4)5)では，リターンモ
デルを固定平均リターンとし，イベントウィ
ンドウサイズをイベント発生時点の前後 1 日
(1440 分),	推定ウィンドウを 5 日(7200 分)
として CAR を計算した．ただし有意水準を
5%として t 検定を行い有意なサンプルを抽出
した．ここで求めた CAR の大小が各 tweet の
影響力の大小を表すと仮定する．また CAR が
マイナスであれば仮想通貨価格リターンを減
少させる影響を，CAR がプラスであれば仮想
通貨リターンを増加させる影響を及ぼす．	
	 またユーザーごとに計測した CAR の絶対値
の総和はユーザーのもつ影響力と一致すると
仮定する．	
さらに CAR やユーザーごとに計測した CAR
の絶対値の総和の妥当性を検証するため，
tweet の属性情報={リツイート数，お気に入
り数，引用ツイート数，リプライ数}と CAR
の相関係数を計算した．同様にユーザーごと
に計測した CAR の絶対値の総和についてもユ
ーザーの属性情報={フォロー数．フォロワー
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数}との相関係数を計算した．	
５．  結果  
 
図 1	tweet の CAR のヒストグラム  
 
表 1	 tweet の CAR と	
tweet 属性情報の相関係数  
tweet 属性情報  相関係数  
お気に入り数  0.120 
リツイート数  0.104 
引用ツイート数  0.066 
リプライ数  0.065 
	
表 2	 ユーザーごとに計測した CAR の絶対値
の総和とユーザーの属性情報の相関係数	
ユーザー属性情報  相関係数  
フォロワー数  0.120 
フォロー数数  0.104 
 
６．  考察  
図 1 の tweet の CAR のヒストグラムからは
CAR の分布を観察できる．ほとんどのサンプ
ルでは CAR の値が-0.2 から 0.15 の間に分布
している．これは今回使用したモデルとイベ
ントウィンドウの組み合わせ（個定平均リタ
ーンモデル,イベントウィンドウが 1 日）に
おいては個々の tweet の影響力がそれほど高
くないことを示唆している．	 	 	 	 	 	
表 1 では tweet の CAR と tweet 属性値との
相関を計算した．相関係数はお気に入り数，
retweet 数，引用 tweet 数，リプライ数の順
に大きい．どの係数とも相関係数は小さく，
twitter 上で人気の度合いとしてよく判断さ
れるこれらの変数は，今回の取り組みおいて
は CAR とはあまり関係がないという結果にな
った．	
同様に表 2 では結果に限ると相関係数はフ
ォロワー数，フォロー数の順に大きい．相関
係数は小さいものの，フォロー数よりもフォ
ロワー数が大きいことが市場への影響力の大
きさにつながるということを示しており，こ
れは現在の人気 twitter ユーザーが多くの人
にフォローされている一方で自分がフォロー
する人数は少ないという傾向と一致してい
る．モデルの選択やイベントウィンドウの設
定の仕方により有意な結果を示す可能性があ
る．	
７．  結論  
本研究ではイベントスタディ法により，仮
想通貨市場影響を及ぼす tweet とユーザーを
抽出する方法を提示し，その妥当性を tweet
とユーザーの属性情報をもとに検証した．結
果として今回の検証法においては CAR による
tweet とユーザーの抽出の妥当性は低いとこ
とがわかった．今後の課題として，今回の属
性情報との相関による検証法が正しいと仮定
し，他の期間や Bitcoin 以外の通貨やリター
ンモデル試すこと，また今回の tweet とユー
ザーの抽出方法が正しいと仮定し，他の検証
法を用いて実験することなどが必要である．	
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